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なく， 道路網（ネットワ ー ク）としての機能を重視す
る必要が増してきている I) •
このような認識から， 著者らは先にネットワ ー ク
におけるリンクの相対的重要度を明らかにする手法
を提案した
2) . 本法はリ、ンクの重要度をODぺア， ル
ー ト， リンクといった3つのネットワ ー ク交通の基
本構成要素からの観点にもとづいて把握するもので



























あるといえ， 式(1), (2）で定義できる. b）では， 交
通量が大きいリンク， 速度低下が大きいリンクが重
要といえ， 式（3). (4）のように定義できる． またc)
に関しては． 地域階層構造は中心， 副次中心， 周辺
ゾ ー ンの3段階の階層にもとづくが. ) . 通常は． 階
層の高い中心ゾ ー ン内にあるノ ー ド（以降． 中心ノ
ー ドと呼ぶ． 他の階層も同様． ）と副次中心ゾ ー ン
内にあるノ ー ド（副次中心ノ ー ド）の聞で使用される
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ここに. w.ι ， w;d,mι w，�.w;h ：順に，リンクLのルー ト交
通量，ルー ト距鹿島，リンク交通量，リンク速度，階層構造に関わる重
要度．四IJ ：発着ノ ー ドi,jがそれぞれ属する地域階層の組み合わせ
による重み. R,,:ij悶で使用されるル ー ト数. {f,,:i, i聞のT番めの
リンクの相対的重要度は， 当該リンクが道路網上 ル ー ト上にリンクLが有（I），鋸（0). Q；，，：ノ ー ドi,j聞の交通量．
d;,,:i,j問のT番めのル ー トの突距離. d:'Jtn :i,j聞の最短ル ー ト距
で果たす役割に着目して決定されるべきであるが， 雄. UL：リンクLの交通量 ・ d，句作L ）：リンク理想速度と配分後
この役割は， a）ル ー ト. b）リンク， c)ODぺアの3観 の速度. Su：ががそれぞれ属する階層I, Jの階層ペアに関する交通
量. Nu:ijがそれぞれ属する階層I,Jの階層ぺアを楠成するOD
点から把握できる. a）では， 交通量が多いル ー ト， ペア数．
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表ー1 各シミュレ ー ションの山IJ の設定
凶pp I 凹PS I wpc I 町s I 山SC
SIMI I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 
SIM2 I 0.00062 I 0.00167 I 0.01988 I 0.00296 I 0.01034 
SIM3 I 1.0 I 2.0 I 3.0 I 4.0 I 5.0 
SIM4 I 6.0 I 5.0 I 4.0 I 3.0 I 2.0 
SIM5 I 100.0 I 1.0 I LO I 1.0 I 1.0 
SIM6 I 1.0 I 100.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 
SIM7 I LO I 1.0 I 100.0 I 1.0 I 1.0 
SIM8 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 100.0 I 1.0 
SIM9 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 100.0 
SIMlO I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 I 1.0 
注） SIM2 は． 式（6）の現実の交通量にもとづく．
却材のHは． 階層ぺアを示す．





学流動からえられた福岡都市圏 3) である． 都市圏は，
島部を除き40市区町村〈ゾ ー ン）からなるが． ネット
ワ ー クの連続性を保つため， 都市聞外の穂波町を追
加した． 対象リンクは， 市区町村界を超える主要幹
線で， 発着ノ ー ドはゾ ー ンにlっとした． この結果，
対象道路網は， 62ノ ー ド（内発着ノ ー ド41), 103 リ




さて， シミュレ ー ションはW[Jの値を様々に変化
させて行なうが， その設定内容を表 一 1 に示す. SI
Mlは， すべての階層聞の重みを同等に扱うもので，
他シミュレ ー ションとの比較を行なうために設定し
た. SIM2は式（6）によるものである. SI M3とSIM4は．
叫JJの与え方の傾向を変えた効果をみるために設定
した． またSIM5 ～ SI MIOは． 特定の階層ぺアを特に
重視した場合の結果をみるために設定している． 参





SIMI ～ SIMIOにおいて， wムと他の 4 指標との閥
の相関係数を示したものが図 2である. w.ふは．
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次にSIM5 ～ 10は山IJの分散が等しいが， SIMS ～ 10




表・3 各シミュレ ー ションにおけるWム間の相関係数
SIMl SIM2 SIM3 SIM4 SIM5 
SIMl 0.771 0.980 0.996 0.954 
SIM2 0.855 0.721 0.637 


















(3) Wふのシミュレ ー ショ ン聞での比較
次に， WJJ の設定の仕方でWふがいかに変化する
かを明らかにしよう． 表 － 3は， 各シミュレ ー ショ
ンでえられるWムの間の相関係数を示したものであ
る． 表より， 相関係数は大小a様々であるが， 特にSI





SIM6 SIM7 SIMS SIM9 SIMlO 
0.949 0.747 0.837 0.655 0.643 
0.551 0.955 0.422 0.874 0.896 
0.894 0.817 0.804 0.782 0.719 
0.961 0.705 0.842 0.587 0.599 
0.926 0.637 0.760 0.456 0.532 
0.507 0.947 0.463 0.472 
0.352 0.814 0.739 
0.403 0.373 
0.723 
図－4 副次中心ノ ー ド間の階層ぺアを重視・
した場合の W;h(SIM8)







く異なるといえるケ ー スもある したがって．全体 ある．この結果 . wムはル ー ト交通量に関する重要
としては叫IJの設定の仕方によりリンク重要度は大 度 w／；， と，全体的には相関が高いものの，必ずしも
きく依存するといえる． 交通需要との関係で定まるものではなく，固有の重
ただしこれらの相関のパタ ー ンは，道路網の形態． 要度を表わすことができること，また，重要度を算








































389/IV 司8. pp. 65-74. 1988. 
のが多い． 2）吉武他：道路ネットワ ー クの構成要素と交通量に
これらのシミュレー ションではi附七て
山IJ 着目したリンク重要度の評価に関する研究．都市計
の設定において重視した階層ぺアと関連するリンク 商論文集.No. 27. pp. 277-282. 1992. 
の重要度が高くなる傾向があるといえ，この意味で． 3）吉武他：地域間流動を用いた圏域設定法とそれに
地域階層に関わるリンク重要度の評価は成功してい 基づく圏域構造の把握，都市計画論文集，No. 22. pp.3 
ると判断できる．また，実際の道路網整備水準の評 07-312.1988.
価においては，たとえばS 1115やS1118のように，他の
4つの観点では重視されないリンクを高く評価でき
るような山IJの設定を行なうことにより．より多面
的な評価が行なえるといえよう．
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